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 年齢別漁獲尾数を使ったコホート解析により資源量を
推定

 加入量、1歳魚資源量および親魚量を反映する3つの
資源量指標値を用いてチューニングを行っている

 昨年からの改良点
・VPAのチューニングに最新年の産卵量も使用
・チューニングの際に、漁業依存データである未成
魚越冬群指数の特性（感度がやや鈍い）を考慮
し、1歳魚資源量の関係にべき乗関係を仮定

資源量の推定方法
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漁獲量
2011年に大きく増加、2016年は31.4万トン
資源量
2010年以降、増加傾向、2016年は212万トン
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